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に存在し,皮下で レジン坂上及び骨上に弾性硬の腫癌が

存在し,頭蓋骨へ連続的に移行していた.皮下の陸将を

摘出し,骨に接着する部位は削除した.組織学的には,

meningotheliomatousmeningiomaであった.本症

例は,頭蓋骨に浸潤したものよりの再発と考えられ,髄

膜腫の手術に際し,留意する必要があると思われた.

52)興味ある経過をたどった腫療内出血を
呈した頭蓋咽頭腫の一例

北 秀嘉 :鮎 詣 儲 品評 院)小川
和田 徳男

吉本 高志 鳩 木 二郎 (志砧 最 戸 研)

我々は,頭蓋咽頭腫で陸揚内出血を起したにもかかわ

らず,症状が軽快した一例を経験したので報告する.

症例 :33歳男性.1985年春頃より前頭部痛,7月頃よ

り複視,9月初旬には見当識障害が出現し,当科-入院.

CTでは.第 3脳室を充満L,一部石灰化を伴ったやや

低吸収域を示す massを認め,水頭症を呈 していた.

ところが,入院後 1週間目頃より見当識障害が消失し,

そのときの CTでは性癖内に高吸収域を認め,腫場肉

出血と考えられたが.massは減少し,水頭症も軽減し

ていた.その理由として,腫傷自体が多房性であるため,

その一部の Cystに出血し腫療内圧が上昇し,他の

Cystが ruptureL,全体としての容積が減少したた

めと思われた.

53)天幕上下に伸展 した腫傷の手術例

畑中 光昭 (謡 冠霜姦策か

小脳桶角部髄膜腫 1例,斜台髄膜腫 1例,小脳橋角都

税上皮腫 2例の計 4例のテント上下に拡がる瞳癌に対し

て摘出術を行なったが, Transpetrosa卜 Transten-

torialApproach3軌 第 1期に Suboccipitalap-

proach,第2期に Subtemporalapproachの 2stage

で行ない全摘した 1例であった.TranspetrosaトTra-

nstentorialapproachのうち1例は petrosalbone

にかくれて Tumcorの全摘できず,2stageで全摘し

た例が 1例あった.2stageで全摘する事は問題ないが,

白馬の TranspetrosaトTranstentorialapproach

より,より前方に開頭をのはし,Subtemporal ap-

proachに余裕を持たせると,temporaldamageも

なく,lstageで腫療全摘できる例が増えるものと思わ

れた,

54)最近経験 した聴神経鞘腫の検討
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1982年10月より1985年6月這経験 した聴神経鞘腫17例

について検討した.14例 (82%)は,腫傷の長径が 4cm

以上の非常に大きな陸湯でありこのうち6例は他の施設

で既に部分摘出術を施行されて再発した症例である.辛

術は後頭下関頑で全例陸揚全摘術を行ない,1983年 4月

以降は術中神経刺激装置を用い顔面神経の温存を試みた.

顔面神経麻痔が残存した症例では,ADLを一段階下げ

て評価すると,手術 6ケ月道では,ADLlが5例,2が

10例,3が 1例,消化管出血で 1例死亡した. 術中モニ

ター導入以降の顔面神経機能の温存率は71%であった.

聴神経鞘腫の治療成績を向上させるには,早期診断及び

術中脳神経機能の温存に努めるべきである.

55)天膜髄膜腫の臨床像

一日験17例の検討一

宗讐正苦:語歪竺孟(志混晶轡研)
1968年～1984年の問,当科で経験 した tentorial

meningioma17例について.臨床像と手術手技及び手

術結果について検討した.症例の内訳けは男5例,女12

例で,年齢は26歳～71歳平均48歳であった.初発症状は

17例中11例が頭蓋内圧元進症状で,4例が小脳症状,2例

が脳神経症状であった.腫癌の進展方向ではテント上下

に又がるものが 8例あったが,このうちテント切痕付近

に発育した 3例は subtemporaトーranstentorialap-

proachにて摘出が可能であり,一方テント後半部で上

下に又がる進展をしめした例では,テント上下での開頭

が必要であった.手術結果は全摘11例,亜全摘が 5例で

あったが術後死亡が 2例あり,それぞれ出血,及び広範

な小脳浮腫によるものであった.追跡調査の結果再発を

思わせる経過のものはなかった.

56)新生児 opticgliomaの 2症例

喜要田英霊 :諾 儲 (患神霊外奈 学)
鈴木 垂晴

新生児期に発症する脳腫癌は,それ自体先天性とも考

えられ数少ないものであるが,最近私達は中でも稀と思

われる opticgliomaの 2症例を経験 した.第-例は

生後25日頃発症の男児,第二例は生後50日過ぎに発症の

女児であり,2症例とも軽度意識障害,噂乳力不良,視

力障害をもって初発している.両症例とも手術が行なわ


